
人物采访

人の役に立ちたい

子どもたちのためのボランティア

ボランティアを始めたのは中学 2 年生の頃
ころ

です。僕
ぼく

の学校はキ

リスト教
きょう

系
けい

の中
ちゅう

高
こう

一
いっ

貫
かん

校
こう

で、ボランティア活
かつ

動
どう

をする委
い

員
いん

会
かい

「愛
あい

の運
うん

動
どう

委
い

員
いん

会
かい

」があり、僕
ぼく

はそのメンバーとして活
かつ

動
どう

しています。

ボランティアはいいことだと思っていたし、人を助
たす

けることにも関
かん

心
しん

があったし、また、友だちがその委
い

員
いん

会
かい

に入るというので入り

ました。

委
い

員
いん

会
かい

では、月に一度くらい日曜日に、さまざまな事
じ

情
じょう

で親と

離
はな

れて暮
く

らす子どもたちの施
し

設
せつ

を訪
ほう

問
もん

して、子どもたちといっしょ

に遊
あそ

びます。委
い

員
いん

会
かい

の最
さい

大
だい

の行事はクリスマス会で、毎年 12 月

に施
し

設
せつ

の子どもたちを学校に招
しょう

待
たい

して行います。この活
かつ

動
どう

はもう

30 年以上続
つづ

いています。全
ぜん

校
こう

生
せい

徒
と

に参
さん

加
か

を呼
よ

びかけて、子ども

たちと体
たい

育
いく

館
かん

やグラウンドで遊
あそ

んだり、ゲームをしたり、学校のブ

ラスバンド部
ぶ

の演
えん

奏
そう

会
かい

を行ったりして、一日中楽しみます。

子どもと生
せい

徒
と

の2人でペアを組
く

んで遊
あそ

びますが、仲
なか

良
よ

くなって「も

う帰りたくない！」と言われたこともあります。彼
かれ

らが喜
よろこ

ぶのを見る

のは楽しみですし、子どもたちと接
せっ

して、心が洗
あら

われるような新
しん

鮮
せん

な気持ちにもなります。　

飢餓問題について学ぶ

去年の夏、この委
い

員
いん

会
かい

の先生の紹
しょう

介
かい

で、「高校生公
こう

益
えき

活
かつ

動
どう

リー

ダー塾
じゅく

」という活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

しました。福
ふく

祉
し

や国
こく

際
さい

的
てき

な公
こう

益
えき

分
ぶん

野
や

の活
かつ

動
どう

に関
かん

心
しん

を持つ神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

内
ない

の高校生約
やく

30 人を対
たい

象
しょう

にした

活
かつ

動
どう

で、次
じ

世
せ

代
だい

のリーダー育
いく

成
せい

をめざして、8 月に 2 泊
はく

3 日で開

かれました。

専
せん

門
もん

家
か

から市
し

民
みん

社
しゃ

会
かい

や国
こく

際
さい

公
こう

益
えき

活
かつ

動
どう

、障
しょう

害
がい

や児
じ

童
どう

虐
ぎゃく

待
たい

など

の現
げん

状
じょう

について話を聞いたり、活
かつ

動
どう

に必
ひつ

要
よう

なスキルを学んだりし

ました。さらに参
さん

加
か

者
しゃ

の関
かん

心
しん

によって四つの班
はん

に分かれ、班
はん

ごと

にプロジェクトを考えて、発
はっ

表
ぴょう

しました。

僕
ぼく

が参
さん

加
か

した「医
い

療
りょう

・生
せい

命
めい

」班
はん

は、飢
き

餓
が

問
もん

題
だい

をテーマに選
えら

び

ました。飢
き

餓
が

の現
げん

状
じょう

を知ってとても驚
おどろ

いたし、日本人にも身
み

近
ぢか

な

問題だとわかったからです。例
たと

えば、世界では 8 億
おく

人以上の人

が常
つね

に飢
う

えていること、その一方、日本では毎年 2,000 万トンの

食
しょく

糧
りょう

が捨
す

てられること、この 2,000 万トンの食
しょく

糧
りょう

があれば 7,000

万人が 1 年間 食
しょく

糧
りょう

に困
こま

らないこと、日本も40 年程
ほど

前まではユ

ニセフの食
しょく

糧
りょう

支
し

援
えん

を受
う

けていたことなど、いろいろなことを学び

ました。そして僕
ぼく

たちは、問題を解
かい

決
けつ

するためには、単
たん

に食
しょく

糧
りょう

支
し

援
えん

をするだけでなく、人々が自
みずか

らの力で食
しょく

糧
りょう

を確
かく

保
ほ

できるよう

にすることが大切だと考えました。また、子どもたちが学校 給
きゅう

食
しょく

で栄
えい

養
よう

を取
と

れれば、授
じゅ

業
ぎょう

に集
しゅう

中
ちゅう

できるし、就
しゅう

学
がく

率
りつ

も上がるし、

将
しょう

来
らい

に希
き

望
ぼう

を持って自
みずか

らの問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

に取
と

り組
く

めるのではないか

と考えました。

そこで僕
ぼく

たちの班
はん

の 6 人は、チャリティー（慈
じ

善
ぜん

）イベントを開い

て飢
き

餓
が

の現
げん

状
じょう

を地
じ

元
もと

の小学生に伝
つた

え、集めた資
し

金
きん

を途
と

上
じょう

国
こく

の

給
きゅう

食
しょく

支
し

援
えん

のために寄
き

付
ふ

する企
き

画
かく

を考えました。

学んだことを行動に

リーダー塾
じゅく

の終
しゅう

了
りょう

後
ご

も班
はん

のメンバーで相
そう

談
だん

し、自分たちにでき

ることを行動に移
うつ

したいと考えて、このチャリティーイベントを実
じつ

現
げん

するための活
かつ

動
どう

を続
つづ

けました。

必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

を集めるために、イベントを行う小学校の地
ち

区
く

の商
しょう

店
てん

を 1 軒
けん

ずつ訪
たず

ねてイベントの目
もく

的
てき

を説
せつ

明
めい

し、寄
き

付
ふ

をお願
ねが

いしま

した。すると、目
もく

標
ひょう

の 2 倍
ばい

以上の金
きん

額
がく

が集まりました。初
はじ

めて会

うお店の人に高校生が寄
き

付
ふ

をお願
ねが

いするのですから、甘
あま

くはない

と予
よ

想
そう

していたので、この結
けっ

果
か

には驚
おどろ

きましたし、とてもうれしかっ

たです。

12 月の日曜日に行ったイベントには、多くの子どもたちが参
さん

加
か

ショーン
高校 2年生、17歳

神奈川県在住
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高校生公益活動リーダー塾で班ごとに意見を出し合う
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してくれました。楽しみな

がら、飢
き

餓
が

問
もん

題
だい

について

学べるよう、いろいろな

工
く

夫
ふう

をしました。模
も

造
ぞう

紙
し

20 枚
まい

以上を使って飢
き

餓
が

について展
てん

示
じ

し、サッカー

やわなげなどのゲームも

用意しました。また、フリー

マーケットでは、メンバーの高校で集めたぬいぐるみや文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

を

販
はん

売
ばい

しました。小学生たちは、想
そう

像
ぞう

もできないような大
たい

変
へん

な生
せい

活
かつ

をしている世界の子どもたちのことを知って、驚
おどろ

いたようでした。

小学生に飢
き

餓
が

の実
じっ

態
たい

を知ってもらえたと確
たし

かに感
かん

じました。フリー

マーケットなどで集めた資
し

金
きん

15,000 円あまりは、全
すべ

てWFP（国
こく

連
れん

世
せ

界
かい

食
しょく

糧
りょう

計
けい

画
かく

）に寄
き

付
ふ

しました。

イベントの直
ちょく

前
ぜん

は準
じゅん

備
び

をするために、週に 3、4 回
かい

集まらなけ

ればならなかったので大
たい

変
へん

でした。でも、世界のいろいろな問題

の実
じっ

態
たい

を調
しら

べるだけでなく、その原
げん

因
いん

を調
しら

べ、解
かい

決
けつ

に向
む

けて自

分たちには何ができるかを考えて、行動に移
うつ

すことができました。

とても有
ゆう

意
い

義
ぎ

な活
かつ

動
どう

で、濃
こ

い時間を持てたと思います。

多くの人に伝えたい

リーダー塾
じゅく

の参
さん

加
か

者
しゃ

の多くはこのようにそれぞれ活
かつ

動
どう

を続
つづ

け、

今年 3 月の「ユース国
こく

際
さい

ボランティアフォーラム」（YouFo）＊の開
かい

催
さい

にも携
たずさ

わり、これまでの活
かつ

動
どう

について発
はっ

表
ぴょう

しました。今年は 8

校の 34 人が YouFoの実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

になり、企
き

画
かく

や渉
しょう

外
がい

、運
うん

営
えい

など

全
すべ

てを高校生が行いました。僕
ぼく

は副
ふく

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

を務
つと

めました。

当
とう

日
じつ

はリーダー塾
じゅく

の班
はん

活
かつ

動
どう

の成
せい

果
か

に基
もと

づく四つの展
てん

示
じ

、講
こう

師
し

による基
き

調
ちょう

講
こう

演
えん

、ベトナムへの青少年ボランティア派
は

遣
けん

団
だん

の報
ほう

告
こく

、手
しゅ

話
わ

講
こう

座
ざ

など、さまざまなプログラムを行いました。若
わか

い人を

中心に約
やく

200 人が来
らい

場
じょう

し、当
とう

日
じつ

のアンケートを見ると、「すばら

しい学
がく

習
しゅう

成
せい

果
か

だと感
かん

心
しん

した」「ボランティアを一度やってみたい

と思った」「毎年参
さん

加
か

したい」などの反
はん

響
きょう

がありました。

考えたこと学んだこと

リーダー塾
じゅく

や YouFoに参
さん

加
か

した、僕
ぼく

と同じ学年の仲
なか

間
ま

の多く

が次
じ

回
かい

も参
さん

加
か

しますが、僕
ぼく

は今
こん

回
かい

でやめることにしました。高校

2 年生になって塾
じゅく

に通う友だちが増
ふ

え、受
じゅ

験
けん

を意
い

識
しき

するようになっ

たのです。将
しょう

来
らい

の進
しん

路
ろ

について考え、勉強を優
ゆう

先
せん

しないといけ

ないと思っています。

YouFoの実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

は 1、2ヵ月に 1 回くらい、役
やく

員
いん

はそれ以

外に月に 2、3 回
かい

集まり、さらに展
てん

示
じ

の準
じゅん

備
び

をするための班
はん

活
かつ

動
どう

もあります。会
かい

合
ごう

は平
へい

日
じつ

の放
ほう

課
か

後
ご

5 時から 9 時までかかり、家に

帰って落
お

ち着くと10 時になることもありました。その上、分
ぶん

担
たん

した

作
さ

業
ぎょう

を家ですることもあり、負
ふ

担
たん

が大きかったのですが、自分で

決
き

めたことなのでやり通そうと思いました。

また、学校のクラブ活
かつ

動
どう

などと重なるとYouFoの会
かい

合
ごう

に出ら

れず、フラストレーションを感
かん

じることもありました。会
かい

合
ごう

をよく欠
けっ

席
せき

するメンバーもいて、どうやってみんなで情
じょう

報
ほう

や考えを共
きょう

有
ゆう

するか

は難
むずか

しい問題でした。YouFoの活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

についても、ボランティ

ア活
かつ

動
どう

をすることと、その活
かつ

動
どう

について発
はっ

表
ぴょう

することの二つのう

ち、後
こう

者
しゃ

が中心になっていないかという疑
ぎ

問
もん

の声
こえ

もあります。そ

れには僕
ぼく

も共
きょう

感
かん

する部
ぶ

分
ぶん

があります。 

でも活
かつ

動
どう

を通
つう

じて得
え

たことはたくさんあったので、参
さん

加
か

してよかっ

たと思っています。まず飢
き

餓
が

問
もん

題
だい

の知
ち

識
しき

を得
え

たこと。それから、

展
てん

示
じ

にあたりどう工
く

夫
ふう

すればよいか話し合
あ

い、みんなの意見を反
はん

映
えい

しながら作り上げていく大切さを知りました。活
かつ

動
どう

の仲
なか

間
ま

やボ

ランティアをする相
あい

手
て

の人と、どうやってより良
よ

い関
かん

係
けい

をつくるかも

学んだと思います。一つのことを成
な

し遂
と

げた達
たっ

成
せい

感
かん

や充
じゅう

足
そく

感
かん

も得
え

られました。違
ちが

う学校の仲
なか

間
ま

といっしょに活
かつ

動
どう

するのは、時間や

場
ば

所
しょ

の点
てん

で大
たい

変
へん

でしたが、挑
ちょう

戦
せん

したいと思いました。苦
く

労
ろう

して努
ど

力
りょく

したからこそ、形
かたち

になったときに喜
よろこ

びを感
かん

じるのだろうと思います。

僕
ぼく

たちの活
かつ

動
どう

の要
かなめ

は人です。多くの高校生に、こんな意
い

識
しき

を持っ

てこんな活
かつ

動
どう

をしている高校生がいると伝
つた

えたいと思います。その

ためには、もっと高校生を惹
ひ

きつける工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

でしょう。ボラン

ティアと言うと敬
けい

遠
えん

されてしまうので、それを前
ぜん

面
めん

に出さないで、高

校生が関
かん

心
しん

を持つことと結
むす

びつけるとか、魅
み

力
りょく

的
てき

なキャッチコピー

を作るとかできたらいいでしょうね。それは究
きゅう

極
きょく

の課
か

題
だい

かもしれま

せん。YouFoの活
かつ

動
どう

はやめても、これからも学校の委
い

員
いん

会
かい

でボ

ランティアをしながら考えていきたいと思います。

将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

は医者になることですが、これも「人の役
やく

に立ちた

い」という気持ちから選
えら

んだ道です。もし夢
ゆめ

をかなえることができ

たら、地
ち

域
いき

密
みっ

着
ちゃく

型
がた

の医
い

療
りょう

に関
かん

係
けい

していきたいです。
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小学校で開いたフリーマーケット

さまざまな問題について高校生が調べてまとめたポスターに見入る YouFo の来
場者

＊Youth International Volunteer Forum の略。詳細は「今日日本」を参照。

この原稿は、ショーン（愛称）さんへのインタビューをもとにまとめました。
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